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く無量寿経〉における阿羅漢＠声開の変移
佐々木大悟
はじめに
最近の大乗仏教の起源問題に関して佐々木関氏によって「それまで袈典として権威
を持っていた河合には書いてないような新しい教義が少しずつ現れ，少しずつ信奉者
が増え，少しずつ権威をつけていったのであろう戸という見解が出された。論者は
この見解に触発され，そして「もし大乗仏教運動全般においてこの仮説が適応でき
るならば，大乗経典の一つであるく無量寿経）2）においても，その変遷が確認できる
はずである」と考えるようになった。
そのことを確認する方法として以下のことを考えた。
〈無量寿経〉の最古の訳である F大阿弥陀経Fで比，他の大乗経典にあまり見られ
ない「菩薩荷羅漢j4）という特殊な表現が多く登場する。また，『大阿弥陀経Jは内容
的にも大乗経典でありながら，「開羅漢Jをおとしめておらず，逆に「阿羅漢jにつ
いても多く記述している。「阿羅漢jが思想的に必要不可欠な要素として一つの位霞
を占めている5）。
く無量寿経〉が変化するときの特徴の一つに「菩薩思想の高揚」が挙げられるが，
それは「菩薩」への言及が増加するだけでなく「河羅漢（芦間）の勢力の減少Jとい
1) 佐々木関「部派仏教の概念に関するいささか奇妙な提言j『初期仏教からアピダノレマへ』，
王子楽寺書店， 2002年。
2) 〈無登美子緩〉は f無滋寿経』の諸異本のもとになった種々の版本を総称する経名を指す。
藤田宏遠 f原始浄土思忽、の研究』，岩波書店， 1970:if三，参照。
3) その他，本論では『大阿弥陀経i は F大問~. w王子等党経Jl＇土？平等』， f無最寿経Jは F素手
経J], W1！終盤寿如来会Jは『如来会J，『t厳経Jは『荘厳jとそれぞれ省略することがある。
4) 後期無量寿緩や党本で「戸間jとある部分を支婆迦裁は「将羅漢jを訳しているo Paul 
Harrison，“Who Gets to Ride in the Great Vehicle? Self-Image and Identity among the Followers of 
Early Mahayana”，Journal of th邑InternationalAssociation of Buddhist Studies, v.10 n.l [1987], pp. 
81-82. 
5) それは初期大乗経典である『法鏡経Jや F絞舟三味緩Jや『間関仏国経Jと類似した形で
ある。その原因として，経典成立時において菩薩思想を掲げる{J!IJの勢力がまだ小さかったこ
とが予想できる。
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う動きとも連動していることが考えられる。佐々木氏の仮説を演緯すれば，おそらく
この F大阿弥陀経』に象徴的にあらわれる「菩麓阿羅漢」という言葉に何らかの変化
が起こってくると考えられる。例えば「阿羅漢」という言葉が徐々に減少していくだ
ろうという見通しが立てられる。つまり「菩薩阿羅漢」という言葉に変更が加えら
れ，例えば単なる「菩藍Jなどの言葉にとって代わられることが予想される。私は
『大阿弥陀経』と F平等覚経』の問で，ふとそのような変化の可能性を感じた。本論
はその点をく無量寿経〉全体の変遷を追って確認していくものである。
く無量寿経〉内においてこの変化を確認する方法としては，その他にも内容的に
「間羅漢Jが削除される部分， f菩薩」が発展する部分を指摘するという方法もある
が，今国はそれは行わずに「菩薩問羅漢」という言葉の変遷だけに限定して考察を行
う。
第一章 『大阿弥陀経』における f阿羅漢J
く無量寿経〉における「陣羅漢Jの変遷を見ていくための前提としてその最合の訳
である『大阿弥陀経Jにおける「阿羅漢j という語の分析を行う。『大阿弥陀経Jで
は「阿羅漢j という語が登場する際に，「菩薩阿羅漢」と「阿羅漢j という二稜類の
語が出てくるが，この両者をそれぞれ分析する。ニ章で行う考察の前提作業である。
第一節菩薩開羅漢
まず「菩藍阿羅漢」という表現を分析する。 f大阿弥陀経Jの中で，主語として最
も多く登場する表現は，この「菩薩河羅漢」である。とくに是間（裟婆）の衆生全体
を指す「諸夫人民蛸飛嬬動之類」という言葉に対して，出家道場の世界である須摩題
（極楽）の主語は基本的にこの「菩麗阿羅漢Jになっている。菩薩阿羅漢というーま
とまりの表現は，他の経典を見ても非常に稀である。ところが，『大阿弥陀経』では
87田も出て，主要な主語になっている。
この「菩護阿羅漢j という表現は，
仏語阿難d阿弥陀仏f言語菩薩悶羅漢説経寛，諸天人民中有未得道者，郎得道。未
得須詑誼者，即得須~t濯，未得斯柁含者，即得斯!ft含，未得悶那含者，却得阿那
含，未得阿羅漢者，即得阿羅漢，来得鰐惟越致菩藍者，即得陀惟越致菩輩。
(307b22)6) 
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とあるように，「菩謹」と「阿羅漢Jという二種類の衆生を合わせて言った表現であ
ることが分かる。このニ種類の衆生を常に同時に主語にして語ろうという意識がこの
F大河弥陀経Jでは見られる。
この f菩薩阿羅漢jは
陣弥陀仏国語菩薩阿羅漢衆比Ji僧故如常一法，不巽鶏増多。（308al0)
と比丘僧であることが示されている（向様の記述は4度あらわれる）。
また， F大阿弥陀経Jでは，
諸無央数天人民及蛸飛嬬動之類諸衆生我間者，悉皆令作菩薩阿羅漢，無央数，都
勝諾仏国。（300c28)
とあるように，是関で「諸天人民絹飛嬬動之類jであったものが，須摩題で「菩薩阿
羅漢jになることが繰り退し説かれる。そして，この引文にもあるように，須摩題で
は，すべての衆生が「菩藤阿羅漢jであることが説かれる。また，須摩題において
復令他方面各千須弥山仏盟中諸天人民蛸飛嬬動之類皆復使得入道，悉令作野支仏
阿羅漢，皆令坐静一心，合其智慧馬一勇猛，共欲数阿弥陀仏躍中諸菩薩跨羅漢知
有幾千億高人，皆無有能知数者。（309a4)
とあるように，「菩薩阿羅漢jは数えられないほど多いことが述べられている。須摩
題での基本的衆生であるこの？菩薩阿羅漢jはその他にも様々に形容される。
其諸菩援問羅漢面自皆端正，浄潔絶好，悉同一色，無有偏重忠患者也。諸菩罷阿羅
漢皆才猛結慧。（303c12)
とあるように， f面白端正jであり，「同一色」であり，また，
6) (307b22）は， F大lE蔵.E12巻， 307中段， 22行自のことを表している。以下も同様。ただ
し， F如来会Jの引用に限り，『大正蔵.E11巻のペー ジ数である。また，句点やま定点は筆者に
よる。
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諸菩麓阿羅漢悉皆洞視，徹聴，見知八方上下去来現在之事，復無数天上天下人民
及蛸飛嬬動之類心意所念善悪・口所欲言，皆知嘗向歳｛可劫。得度脱得人道，技生
阿弥陀仏簡，知嘗作菩薩阿羅漢。皆諜知之。（308b4)
とあるように天隈・天耳・他心通などの様々な神通力を持つとされる。その他にも，
姪決・膜書・愚痴がなく，たがいに敬愛すると述べられる7）。智慧があるため光明を
ゑえているとも言及される8）。また，
諸菩薩阿羅漢所居合宅皆復以七賛金、銀、水精、琉璃、珊瑚、虎泊、車菜、碕璃
化生，韓共相成。（304a5)
阿弥陀仏及諸菩薩阿羅漢講堂、精舎、所居庭舎宅中内外浴池上皆脊七賛樹。
(305a4) 
などとあるように， f菩薩問羅漢」は，須摩題の基本的な衆生であるため，舎宅や七
宝樹などの環境世界と絡めて言及されることも多い。
また，出家修行者であることから
諸菩薩阿羅漢中有諦経者，其音如三三百鐘整。中有説経者，如疾風暴雨時。
(307c2) 
と経を詰請することが捲かれたり，
仏言：“阿弥陀仏及諾菩寵陀羅漢欲食時，郎自然七資机、劫波育属、昼以馬鹿，
仏及菩護皆坐前。”（307a4)
と，その食事や衣のことも言及される。また，
諸菩薩皆大歓喜， i真於虚空中，大共作衆音自然伎楽，楽諾仏及諸菩藍阿羅漢。嘗
此之時快楽不可言。（306cl8)
7) f大JE蔵J12,303c. r皆相敬愛，元相嫉憎j者。皆以長幼、 J二下、先後，言之，以義，如鐙。
車事相敬ヰT，如兄如弟，以仁履季語。不妄動｛＇p，言語如誠。車事相教，令不粉逢戻，終相承受。後
心浄潔，ヨミ所資系，終元i際怒、渓淡之心、！忌凝之態。£有邪心念婦l女意。」
8) 『大正蔵三 12,308b. Im者菩箆阿羅漢I夜中野悉自有光明所照有大小。j
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諸天人皆復大作伎楽，楽陣弥陀仏及諸菩謹阿羅漢。（306c7)
とあるように，仏と一緒に諸菩薩や諸天人に供養されることが繰り返し述べられる。
このような性質が f大阿弥陀経Jの「菩薩阿羅漢jという言葉に帰せられている。
第二節阿羅漢
次に，「菩薩阿羅漢Jという「菩薩j と併記された書き方ではなく，単独で「何羅
漢Jもしくは「羅漢」と表記されるものを押さえていく。
「大阿弥陀経Jでは三ravakaという語に「阿羅漢Jという言葉を使用しているので，
その結果， f阿羅漢jという言葉を二種類に分けて考えなければならない。声聞道の
階梯の最高位としての「阿羅漢」と sravakaの訳語として戸開を表す「河羅漢j とで
ある。
語可教授弟子者， E芸轄寝相教授，轄相度脱，室令得須陀混・斯rt含・何那合・阿
羅漢・辞支仏道。轄相度脱，皆得泥 之遊悉如是。（308cl5)
という一文があるが，ここに直接「阿羅漢」と出るのは声開道の階梯の最高位として
の阿羅漢である。そして， ここでは「弟子j という言葉が，これらをまとめて使われ
ているけれども，それと問じやり方でまとめとして戸間道の全体を指して「阿諜漢」
という言葉が使われる場合がある。
若間イム者勝於供養一天下阿羅漢若手支仏，布施諸天人民及蛸飛嬬動之類累劫百千｛意
高倍也。（300b8)
とあるように，常に戸間道を代表するときに？阿羅漢j という表記を前面に出してい
る。ここに，例えば f須rt湿辞支イムjという形では出てこない。このまとめとしての
阿羅漢は，須陀垣・斯陀含・開那合・阿羅漢を含み，「究極的には阿羅漢果を求める
人全体Jという程度の意味であることが予測できる。
阿羅漢の特徴としては，まず上の引用にあるように，供養される側として措かれて
いることが指摘できる。これは一般に「応供J(arhat）と呼ばれる阿羅漢の定義から
してもふさわしい。また，
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仏説是経時，即高ニ千｛意諸天人民皆得天眼徹視，悉一心皆掲菩薩道。即ニ百龍諸
天人員皆得伺那合道，即八百沙門皆得阿羅漢道。（317cl6)
とあるように，他の衆生（例えば菩薩）に比べて芦間選の階梯の最高位としての f阿
羅漢」は相対的に数が少ないものとされている。また，声聞道の階梯の中では，限定
された人しかなれない上位の髄値が与えられている。それに比べて，須摩題において
は
仏言：“阿弥陀仏国諸阿羅漢般泥沼去者無央数，其在者新得道者亦無央数，都不
帰増減也。”（308a2)
と，その般浬繋する「阿羅漢Jの数が無数であるとされている。
菩薩と光明を比べた場合は，
其諸菩麗頂中光明各照千億高盟。諸阿羅漢演中光明各婦、七丈。（308bl8)
と，光明は「七丈j と の光明に比べ少ないものとされている。また
俳言：“阿禰陀傍関諸問羅漢中，量産有般涜垣去者，大海減－i脅水爾。不能令在諸
阿羅漢鶏減知少也。”（307c24)
とあるように， f阿羅漢Jはー仏国土内で最終的に般泥沼（涯繋）する存在として搭
かれる。また「阿羅漢jは是間にも須摩題にも存在するが，「往生」などのようにそ
のこ仏罷土問を移動するような言及は一度もない。
F大阿弥陀経Jでは？菩薩阿羅漢jそして「阿羅漢Jという言葉はこのような性格
を持ち，随所に登場する。制作者は「阿羅漢Jを罷めることはなく，ごく自然、に坦々
と「阿羅漢jの生活や様子を措いている。「菩薩Jに対する言及とほぼ関等に「阿羅
漢jに対しても言及しようという意識が窺える9）。このような状況は，時代が下り，
〈無量寿絞〉が変遷していくにつれて徐々に変化してし、く。以下の節では，このうち
「菩藤阿羅漢Jとしづ表現に着目しその表現の変化を見ていく。
9) この点に関しては拙稿庁大阿弥陀経Jにおける阿羅漢の絞淫撲と菩薩の役生J『印度学仏
教学研究l54 (2), 2006 if-3月を参照せよ。
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第二章 く無量寿経〉における「阿羅漢」の変移
第一節 『平等覚経』における「阿羅漢J
「平等覚経jでも基本的には『大阿弥陀経Jと伺じように「菩薩河羅漢j という表
現を継承している。ところが f大陪弥陀経Jでは一貫して使用されていたこの表現
が，「平等覚経J願、文において崩れ，変化を見せる（顕文以外の箇所は， F大阿弥陀
経jにほぼ一致する）。以下，大きくニつに分類して記述する。
第一環 「菩薩阿羅漢j→ f菩薩j
まず， f飲食在前の願Jを見ると， F大阿弥陀経」では
第十四願。使某作傍時，令我盟中諸菩睦阿羅漢欲飯時，即皆自然七賓鉢中有自然
百味飯食在前，食巳自然去。得是願乃作俄不得是顕終不作例。（30lc29)
第十四願：もし私が仏になったら，私の闇の菩藤や間羅漢たちがみな食事をしよ
うとするとき，自然に生じた七宝の鉢の中に自然に生じた様々な味の食べ物が前
に現われ，食べ終われば，すっと消えますように。この顕が成就すれば，そのと
き（私は）仏になりましょう。もし成就しないならば決して仏にはなりませ
ん10）。
と，「諸菩露関羅漢jとなっているものが，？平等覚経Jでは
我作｛弗時，我閤蓋童藍欲飯時，期七賓鉢中生自然百味飲食在前，食日鉢
皆自然去。不弱者我不作悌。（28lc18)
と，単に「諾菩薩Jとなっていることが確認できる。主語以外の記述はほぼ同じであ
るのに，主語が？諸菩露間羅漢jから「諸菩罷Jに変化している。
全く同様の変化として，「説一切智の願」があげられる。 F大阿弥陀経Jで
第十六願。使某作｛弗時，令我闘中諸菩藤持羅漢語者如三百鍾盤，説経行道皆如
旬｜；。得是願乃作｛弗，不得是瀬終不作例。（302a7)
10) 手嶋静えま？？大防弥陀経J訳注（ー ）J『仏教大学総合研究所紀婆J第六号， 1999年3月，
pp. 146…147。
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第十六願：もし私が仏になったら，私の盟の菩薩や問羅漢たちが語るとき，（そ
の声が）三百の鐘の音のようであり，仏とおなじように教えを説き，仏道を行い
ますように。この額が成就すれば，そのとき（私は）仏になるりましょう。もし
成就しなければ，決して仏にはなりませんII)0 
と「諸菩霊長陣羅漢Jとなっていたものが，「平等覚経Jでは
二十四。我作例時，我圏語菩薩説経行道不如悌者，我不作傍。（28lc21)
と，やはり「諸菩薩jになっている。「諸菩麗阿羅漢j→「諸菩薩jと変化している。
これらの結果を表にすると表 lのようになる（括弧内の数字は願文の順番を表す）。
大阿弥陀経
平等主主経
表I
説一切智の願
諸菩霊童向羅漢 (14)
諸惑霊童（23)
第二項 「菩露関羅漢」→「人民J
飲食在1苅の願
諸菩薩阿羅漢 (16)
諸菩蔭（24)
また， f菩罷阿羅漢」が「人民」となる変化が見られる。 f宿命通の願jは？大阿弥
陀経Jでは，
第ニ十二願。使某作例時，令我圏中諾菩障問羅漢皆智慧勇猛，自知前世億寓劫時
宿命所作善悪，劫知無極，皆澗視徹知十方去来現在之事。得是願乃作慌不得是
願終不作イ弗。（302bl)
第二十二願：もし私が仏になったなら，私の由の菩薩・阿謹漢はみな智慧あり，
勇敢で，彼らが億万劫の過去世以来，過去の生存においてなした善悪の行為を
知っており，将来のことも果てしなく知っており，みな，十方の過去・未来・現
在のことを見通し，はっきり知りますように。この顕が成就すれば，そのとき
（私は）仏！こなりまよう。もし成就しなければ，決して仏にはなりませんI2）。
11) 前掲論文， p.147 0 
く無f詮努経〉における河終渓.f封筒jの変移 佐々木大俗 13 
となっているところが， F平等覚経Jでは
五。我f乍併時，ム監有来生我問者，皆自推所従来生本末，所従来十｛意劫宿命，不
悉知念所従来生，我不作例。（28la24)
となっている。向様の変化が「人寿無量の願Jでも窺うことができ，？大阿弥陀経J
で
第二十一願。使某作併時，令我圏中蓋叢藍堕翠漢書命走央数劫。得是顕乃作1~，
不得是願、終不作例。（302a28)
第ニ十一願。私が仏になったとき，私の国中の諸菩薩・開羅漢の寿命が無数劫に
なりますように。この願が成就すれば（私は）仏になるでしょう，この願が成就
しないならば，決して仏にはならないでしょう問。
となっている箇所が，？平等覚経三では，
十五。我作併時，人民有衆生我願者，除我翻中人民所願，能人民需命無有能計
不麿者我不作例。（28lb22)
となっている。これも「菩薩陣羅漢j→了人民Jとなっている。その他， もう一簡所
で間様の変化が見られる（悉皆金色の顕・無有好醜の顕）14）。以下，表2にする。
12) 前掲論文， p.1490 
13) 前掲論文， p.1480 
14) ？大阿弥陀経Jで？第九願。使菜作仮名時，令我闘中言語i菩際阿羅漢関白皆端正， j争潔妹好，
悉同一色，都ー穣類皆如第六天人c i号f差額乃｛＇p仰，不得l:jを願終不jp係。J(30lc），「第二十二
願。使菜作働時，令我図中諮j警護華阿羅漢皆智慧勇猛， 8長目前世i：億万幼時宿命所｛乍主主恩去1知
ヨミ様皆洞祝徹，知ト方去来現在之事。得是願乃作fqp，不得是願終不作例。J(302b）が，それ
ぞれ『平等覚経jでは，「三。我作仰時，ム民有家主長我閤者，不一色類金色者，我不作仰j
(281a），「五。我｛＇pfgドi時，ム昆有予｛芝生我関者，皆自推所従来':t本来所従来十億劫宿命，不悉
知念所従来生，我不作併。」（281a）となっている。
14 
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金色・無有好競
諸菩薩間経漢（9)
人民（3・4)
表2
人寿無最
諸菩霞阿羅漢（21)
人民 (15)
宿命通
諮菩議阿経漢（22)
人民（5)
ただ，一点やや今回の私の想定に反する変化が見られる。「声開無数の願Jでは
「大阿弥陀経Jで数えられる対象が「菩謹阿羅漢Jであったものが， f王子等覚経Jで
「諸弟子J,r無量寿経Jで「圏中声聞jという変化をした15）。この変化では，
のほうが消去されている。
いずれにせよ，結果的に T平等覚経Jの二十四願には？菩露間羅漢j という語が消
えてなくなる。この f菩麗阿羅漢jからの様々な主語への拡散は，詳細に理由づける
ことはできないが，「菩罷阿羅漢j→「菩薩jであれ， f菩薩阿羅漢J→？人民jであ
れ，この一点の例外を除き，変化したときに， f阿羅漢Jの語が隠れるという結果を
もたらしている。
第二節 F無量寿経』における「声聞J（「阿羅漢」）
f無量寿経J以降の漢訳では「阿羅漢jのことを一貫して「戸開j と表現してい
る。そのため，ここからは，これまで？阿議漢j として注尽していた語を「声聞Jに
き換えて挑めていく or無量寿経Jでは「菩麓声器（戸開菩薩）Jという言葉が 20
回登場しこれまでの？大阿弥陀経~ . r平等覚経Jの「菩藍悶羅漢jという表現を継
承している部分も存在するが，そのうちの「声聞Jが泌える箇所もいくつか窺える。
それを追って確認してし、く。
「菩薩の徳jを長々と述べる部分では， r大阿弥陀経Jでは，
併言：“阿鵡陀｛弗菌諸菩薩阿羅漢衆等大緊舎， 自然都集。拘心制意，端身正行，
遊戯洞達，倶相撞飛行，識議出入，供養無様。散心喜楽，共観経行道，和好久
習，才猛智慧。志若虚空，橋進求願，心終不復中個，意終不復轄，終無有機極
15) 「大阿弥陀経三で「第二十願者，使某作併特，令八方上下各千億仰闘中諸天人民熔飛嬬動
之類皆令作野支仰向羅漢，皆坐終i一心，共欲計数我劉中諮菩薩防総i奨金日有幾千億万人，皆令
元有能知数者。得f差額乃作併，不得走車買終不｛乍例。J(302a）とあるのが，？平等党経Jで
「十二我作例待。我殴諸弟子。令八方上下各千億仰闘中。諸天人民嬬動之類。｛乍縁ー究大弟
子。皆静一心。共数我劉中諮；弟子。住至百億劫無能数者。不溺者我不作例。J(28lb）とな
り，内在量寿緩Jでは「設我得俄盟主笠盟有能計盆，乃奈三千大千世界衆生縁究於百千劫
悉共計校知其数者，不取lE究。J(268a）となっている。
く無盆寿経〉における何羅渓・声関の変移 佐々木大悟 15 
時。難求道外若遅緩，内溺急、疾，容容虚空，適得其中。中表相躍，自然巌撃。捻
欽端誼。身心清潔。無有愛欲。無所適貧。”（3llcl)
仏は抑った。 f阿弥陀仏匿の菩龍・阿羅漢たちが大集会をするのに，みな自ずと
集まる。（彼らは）こころを制しており，行いもきちんとしており，自由自在に
遊び楽しみ，みな連れた、って飛んできて，大挙して出入りし，見通し，（互い
に？）最高に供養し喜び楽しむ。みな一緒に教えを翻想し（？），仏道を行
い， f中睦まじく，ずっと親しくしていて（？），才能が優れ，智慧あり，空のよ
うに虚心で（ひたすら）稽進して顧（の成就）をめざし途中で志を翻すことは
決しでなく，意志、が揺らぐことは決しでなく，疲れることを全く知らない。その
時，さとりを求めているとはいえ，外見はゆったりしている。内側は逆にじりじ
りしている。虚空（のように）悠然として（？），ちょうどほどよく，外見と心
の中が呼応している。そのままで（外見は）きちんとしていて，きりりと引き締
まっていて，端正。身も心も清らかで，欲望がなく，好き嫌いがなく，あらゆる
悪も汚れもない16）。
と「菩薩阿羅漢jの性質として記述されているのに対しげ平等覚経Jもほぼ同じ），
T無量寿経Jでは
悌告河難，生彼併盟諸菩麗等所可講説常宣正法，龍順智慧，無違無失。於禁閤土
所有高物，無我所心，無染著心。去来進iと情無所係，随意自在，無所適莫。
(273c23) 
と「諸菩薩」の性質として説明している。すなわち，この章設全体が「菩瞳の徳jへ
と変わってしまっている。
また，「光明の無最Jを説く笛所で「大阿弥陀経Jで
若葉然後作｛弗者，亦嘗復矯八方上下諸5E央数15l1l宇支併菩瑳阿羅漢所穏響光明如是
也。（303a25)
もし，そののち仏になれば，（その仏の）光明も八方上下の無数の仏たち，辞支仏，
菩薩，阿羅漢たちに，（阿弥陀仏の光明と）同じように称えられるであろう17）。
16) 辛嶋静志「？大阿弥陀経J訳注（七）J『仏教大学総合研究所紀要三第 13号， 2006年3月，
pp.4-5。
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となっており， では
若其然後作偶者，亦嘗短詩人方上下無
(282c9) 
?
となっているものが f仏jが削除されているが，その他は同じ）， ~無量寿経J では
歪其然後得一例；道時，普箆十方諸悌菩陸歎其光明亦如今也。（270bl2)
となっており，
（表3）。
だけになり， f阿羅漢jや：辞支イムjのことが削られている
表3
平等'.ift経
？収益支7絞
諸主5際防総；美
諸菩薩等
府支fムミ安藤河羅漢
奇妙；
ここで確認できた二部は？（辞支仏）菩薩阿羅漢jが， へと変更されて述べ
られる例であった。 F平等覚経jでは願文においてこのような変化が確認できたが，
今回の？無量寿経Jで、は頼、文以外の筒所において縫認できた。
第五節 『如来会』.I荘厳経』・サンスクリット本・チベット本における「声簡J
河口来会j• ~荘厳経J ・サンスクリット本・チベット本の変化は一度に眺める仔無
最寿経Jを起点として，その展開を見ていく）。ここでは原典とされるサンスクワッ
ト本も展開したものとして捉える（完本として現存しているものは時代が下るた
め）。藤忠宏達氏以はこれらの顕序を
→？如来会」→サンスクリット本・チベット本
としており（[F荘厳経Jは奥系統），香川孝雄氏19）は
17) 半~！fi}j'Jjt志、庁大阿弥陀経J 訳注（2)J f仏教大学総合研究所紀要J第7号， 2000年3月，
p. 980 
18) 藤Il宏達・桜部建？浄土仏教の泡必lI,1収益美子経・阿弥陀経ふ講談社， 1994年， p.430 
19) 香川孝kfl~ n収量寿経の諸異本対照研究J，永田文品主主， 1981年， p.510 
く無愛翼手経〉における陀緩漢・声聞の変移 佐々木大悟 17 
寿経→如来会→s（サンスクリット） . T （チベット）
→荘厳経
としている。今西，私が経典を引用する場合は，便宜上「如来会」イ荘厳経h サン
スクワット本・チベット本のI演で引用することとする。ここからは「無量寿経Jを起
点として，その展開を眺めていく。
本節においても，でも F平等覚経Jのときと同様に，「菩麓声聞」→「菩薩Jと
f菩謹声聞j→ f衆生jとのこつに分けて見ていく。
第一環 「菩薩声関J→「菩薩j
？無量寿経Jの後半に？阿難が阿弥陀仏を見る」箇所があるが，そこでは以下のよ
うな文になっている。
自言世尊：“顕見彼イム。安楽閤土及蓋萱藍歪盟大衆。”（278al)
世尊に申し上げた。“どうそ無量寿仏とその国土，そしてそこにおられる菩龍や
声関の方々を，まのあたりに拝ませてください。”
この箇所は「諸菩麗声聞j という表現になっている。それが， f如来会』になると，
自例言役尊：“我今欲見極楽位界無量誇如来，井供養呈幹事無量百千億那白他併及
萱藍盆種諸善根。”（99cl2)
と，「菩薩衆J だけに~良定されるようになっている。時様に， f荘厳経J でも
世尊告言：“其中生者菩薩摩詞薩己曾親近無量諾傍植衆徳本。汝欲生彼，磨、嘗一
心開依謄｛rn。”（325al5)
と， f菩謹淳、詞薩Jになっており，「声聞Jが削除されている。さらにサンスクリット
でも
icchamy aharp bhagavarps tam amitabham amitaprabham amitayu号arptathagatam 
arhantarp samyaksarpbuddharp dra号turp,tarps ca bodhisattvan mahasattvan 
bahubuddhakotJnayut話註tasahasravaropitaku三alamU!an.20l
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世尊よ，わたくしは，かの無量の光たるアミターパ，アミタ・プラバ，アミター
ユス如来・応供・正等覚者と，千万・百万・十万の多くの仏たちのもとで善根を
植えたかれら菩薩・大士を見たいのであります釦。
と， rbodhisattvanmahasatvan （菩薩・大土）Jだけになっている。チベットも同様に，
bcom ldan加asbdag de bzhin gshegs 戸 dgrabcom pa yang dag bar rdzogs pa’i sangs 
rgyas’od dp略 medde dang tshe dpag med de dang bvam; chub sems doa’sems doa’ 
Qi怠立DQsangs rgyas bye ba khrag khrig brgya stong mang pa la dge ba’i rtsa ba bskrun 
pa de dag la‘tshal lo2J 
世尊よ，私はかの無量光・無量寿如来・応供・正等覚者と倶抵千万吉万十万ほど
の多くの仏に善根を植えるそれらの菩薩・摩詞薩を見たいです。
と，「byangchub sems dpa’sems dpa’chen po （菩薩・摩詞盛りだけになっている。
まとめると，？無量寿経Jでは，「菩薩声開jとなっていたものが，それ以降のもの
になるとすべて？菩薩」だけになる， というように変更が加えられていることが確認
できる。
そこから少し下り， f日台イヒ段」になると類似の変化がもう一つ見られる。詳しくは
省略するが， T無量寿経」で？？菩薩諸声聞衆J(278b）とあり， 7如来会Jで「菩薩及
開衆」とあるものが，サンスクリット本では「bodhisattva（菩薩）Jとなり，チ
ベット本では lbyangchub sems dpa’（菩薩）Jと変化している23)0サンスグリット
本・チベット本以降になって変化している。
また，「三輩段jが終わり f東方（十方）の菩醒が供養しに来る」部分では箇所で
は r無量寿経Jでは
東方恒j少｛予告園無量無数諸菩薩衆，皆悉往詣無量書偽所，恭敬供養及諸菩薩接関大
室，題受経法宣布道化。（272c13)
東方のガンジス川の砂の数ほどの霞々の数え切れない菩躍と声関の大衆は，みな
悉く無量寿仏のもとに行き，菩薩悶羅漢たちの大衆をもまた敬い供養し，そして
20) 族問宏達 f党本無最寿経写本ローマ字集成ふ山喜房仏書林， 1996年， pp.394…3950
21) ｝擦問宏達？焚ヌ！＞：和訳無設寿経・阿弥陀経J法政館， 1975年， p.1350 
22) The Tog Palace manuscript of th巴TibetanKanjur, 109Vols, IASWR, USA, p. 81.1. 7-p. 812.1. 2. 
23) この箇所の『荘厳経三は対応が不明確である。
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教えを聴き人びと教えを広めるのである。
となっている箇所が，？如来会Jでは
｛弗告阿難：“東方如恒湾沙界，一一界中有如恒沙菩薩矯欲謄穣供養無最寄併及諸
聖丞，＊詣併所。”（98a20)
と f諸聖衆j という珍しい単語を使用している。この笛所の変化は r荘厳緩Jでは判
別がつかないけれども，サンスクリット本では
tasmin khalu punar ananda buddhak号etreda三abhyodigbhyo ekaikasyarμ di三i
gari.ganad!valukopam丞bodhisattvastam amitabharμ tathagatam upasarμkramanti 
darsanaya vandanaya paryupasanaya pariprasn!lrnrai;iaya tarμ ca bodhisattvat:ranam 
tarμ重cabuddhak号；etragu平alarμkaravyuha閣総rμpadvi記号andra号tum2・L
また， Z震に，アーナンダよ，十方の各々の方角にあるガンジス河の砂のごとき菩
薩たちは，かのアミターパ如来にまみえ，礼拝し，仕え，問いをなすために，ま
たかの董藍豆皇堕と，これらの仏国土の特別な功徳の厳飾と荘厳の成就を見るた
めに，かの仏国土に赴くのであるお。
と意味は少し変化しているが，「bodhisattvagai;iarμ （菩薩衆）Jだけになっている。チ
ベット本でも同様に
kun dga’bo phyogs bcu'i phyogs re re nas kyang byang chub sems dpa’ganggaγl 
!dung gi bye ma snyed dag de bzhin gshegs pa 'od dpag me de la blta ba dang phyag 
bya ba dang bsnyen bkyur bya ba dang yangs su dri ba bya ba dang bvant:r chub sems 
地正以油器主dedang sangs rgyas kyi zhing gi yon tan gyi rgyan bkod 抑 phunsum 
tshogs pa’i khyad par de dag blta ba’i phyir sangs rgyas gyi zhing dぽ‘dongngo26J 
伊I難よ，十方世界のそれぞれの方向から，またガンジズJIIの砂ほどの菩躍たち
が，かの無量光如来を克，礼拝し泰事し，尋ねるために，また，かの薫麓Zまと
24) 藤間宏達『党本無量素手経写本ロー？字集成~. il.喜；房仏書林， 1996年， pp.317-3180
25) 藤田宏遠『党本和訳無量寿経・阿弥陀経J法｝歳館， 1975年， p.1100 
26) The Tog Palace manuscript oftheTibetan Kanjur, 109Vols, IASWR, USA, p. 796.1. 1 3.
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仏国土の功徳荘厳が完全特勝であることを見るために，その仏国土に行くのであ
る。
と，！byangchub sems dpa’i tshogs （菩薩衆）Jとなっている。
これらを表にすれば，表4のようになる。
表4
阿葉在のJi!,仏 胎イヒ段 十方の菩喜重
無最寿経 務菩欝F言問 諸菩E室戸開衆 諮菩綾子ぢ聞大衆
如来会 菩蔭 害薩及戸間衆 諸聖衆
荘厳経 菩薩（摩言可薩）
党本 bodhisattva時mahasattva bodhisattva bodhi菩1sa霊t童tv衆aga9a 菩薩（大士） 菩露華
蔵本 J;aa’nci~~upbo sems d（摩a’sems 菩遊 前薩） byang chub sems dpa’議長菱 byanfh~~~b 菩se薩m衆s dpa'i 
「如来会Jの段階，もしくは党本・蔵本の段階から「菩護阿羅漢jが「菩薩jに変
更されていることが読み取れる。
これらはいずれも， 目的語として登場しており，主語の変化ではない。そのため，
この変化によって文章全体の意味が大きく変わることはない。しかしそういう微細
な笛所に変更が施されたところによって，かえって変動の圧力が大きかったことを窺
い空口ることカミで、きる。
第ニ項 「菩薩声聞j→「衆生」
次に「菩薩芦間jが f衆生Jへと変化していく例を見る0
7極楽の池で泳浴するJ箇所では， F無量寿経Jが
彼諸菩薩及主主開衆若入費池，意欲令水浸足，水即授足。（271b9)
もし，その盟の菩寵や声盟たちが地に入札足まで浸したいと思えば， 7.kはすぐ
に足まで浸す。
と？菩瑳阿羅漢jと表現していたものを，？荘厳経Jが
若彼室生過此水時，要室足者，要至膝者，乃室要五三項者，或要冷者温者，急、流者
21 佐々木大活く無f主翼手経〉における阿羅漢・声i若iの変移
其水一一鑓衆生意令受快祭。（322c13)慢流者，
サンスクリット本f如来会Jl土相当館所が存在しない），と表現しており「衆生jと
tatra ye呈甚な亘.§.te号U nadmre号vaka1p.k号antidivya1p. nirami持1p.ratikr!c;la1p. 
canubhavitu1p. tesa1p. tatra nad！~v avatln.J.ana1p. aka1p.k号ata1p.gulphamatra1p. var 
sa1p.ti$thate27J 
?
??
天の汚れのない快楽の戯れに耽これらの湾岸で，かしこにいる生ける者たちが，
かれらがそこの河に入るならば，欲するままに， 7)(は足首の深さりたいと欲し，
になる針。
チベットもまたと表現しており，i sattva （衆生）Jと
de na盟恐ゑ諮nkang dag chu !dung gi‘gram de dag tu zang zing med pa’i Iha’i dga’ba 
dang rtse ba myong par 'dod pa de dag chu !dung de dag tu 'jug pa’l thse 'dod na chung 
long bu nub tsam du gnas so29J 
そこにいる家主たちは，
味わうことを願い，彼らがそれらのJIIに入る時，願いどおりに，水が足首を沈め
欲望を離れた神の歓喜と遊戯をそれらの川岸において，
る程になる。
と表現していることが確認できる。r sems can （衆生）J と
了無量寿経Jで「容住の比較jの箇所では，その他，
設第六天王比無量寄傍鴎萱藍童星光顔容色不相及逮百千寓億不可計倍。（272a3)
となっているものが了如来会Jではf菩薩声聞Jと
間難臆知，彼踏査f宣猶如他イヒ自在天王。（97bl8)
藤岡宏遠『党三！＞：然、主主寿経写本ローマ字集JJlU，山諸：房仏：.＇！f；や~. 1996年， pp.254-2550
藤田宏遥？焚本和訳無量寿経・跨弥陀絞」法政皇室， 1975年， p.970 
The Tog Palace manuscript oftheTibetan Kanjur, 109Vols, IASWR, USA, p. 783.l. 2-5. 
27) 
28) 
29) 
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とあるように γ有情jに表現される例が見られる。また サンスクリット本では
tatrananda yatha devaりparanirmitavaねvartinaevarμ sukhavatyarμ lokadhatau 
盟盟国語 dra号tavy功30)
アーナンダよ，かしこの極楽世界におけるム生は，このようにパラニルミタ・
ヴ‘ァシャヴ、ァルティン天の神々のごとくであると見るべきである31)。
と，~manyu号yaC人々 ）Jとなり，チベット本でも
kun dga’bo de la gzhan‘phrul dpang byed kyi Iha rnams ci ‘dra bade‘dra bar bde ba 
can gyi 'jig rten gyi khams kyi浪江鼎辺i2blta bar bya' o32J 
阿難よ，そこでは他化自在天の神々のように，そのように極楽世界の人々を晃る
べきである。
とあるように「mirnams （人々）」になっている。まとめると表らになる。
表5
浴j也 容色の比較
無f詮寿経 言者主主：擬及声聞衆 菩薩声聞
如ラ長会 有m
荘厳経 衆生
党本 sattva （衆生） manusya （人々）
蔵本 sems can （衆生） mirnams （人々）
「菩薩声聞jから「衆生J！有情」「人々 J などの言葉に変換されている。その他に
f菩薩jが「人氏ーに変更されるなどの変化は多々あるが，今回は f菩薩声聞（阿羅
漢）Jからの変化だけに限定して考察した。
30) 藤田宏達 F党本無最寿経写本ローマ字集成ム山喜房fム議林， 1996年， pp.283284。
31) 藤田宏遠門吉本和訳1収益寿緩・阿弥陀経ふ法j後宣言， 1975年， p.1030 
32) The Tog Palace manuscript oftheTibetan Kanjur, 109Vols, IASWR, USA, p. 789.1. 1 3.
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小結
以上，？大阿弥陀経Jから党本・蔵本にわたるまでの展開を見てきた。ず大河弥陀
経Jの伝統を受けて「菩薩阿羅漢（戸開）」という表現が残存するところも見受けら
れるけれども，時代が下るにつれ，それらが徐々に「菩薩j もしくは「衆生j という
表現へと変更されていく様子が確認できた。反対に 「菩薩jや「衆生j とあったも
のが？菩薩戸開Jや「芦間J と蓄き換えられることは見られなかった33）。（関 1) 
菩薩阿羅漢（87)
人民〆l ~－
菩薩阿羅漢（82)
i~報
菩薩声聞（20)
衆生〆l ~~K
菩薩声関
図 l
第三章数による調査
f大向弥陀経i
f平等党経i
f無量寿経j
如・荘・S・T
ここで，これまでの変化の確認とは視点を変え，それぞれの経典の中において何回
汗可羅漢Jという用語が使用されたかを見てみる。これまで確認してきた変化を数値
上で確かめることができる。調査した結果を表にすれば，表6のようになる。
33) 前述したとおり， f戸間無数の願Jは『大阿弥陀経Jが「菩薩阿羅漢jと表現しているも
のを， f平等党経Jl土「諸弟子J, ~主主f立美子経J は f悶中戸部j と表現している変化が一点だ
けある。
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表6 く無f立寿経〉における？菩議阿羅漢（戸間DJr阿緩漢（戸間）Jの使用回数
大河
菩議問主主漢（声聞） I 87 
阿羅漢（声i認） I 20 
平等 寿緩 i如来会｜（荘厳） I 党本
82 
22 
20 
7 
11 
8 
(9) I 5 
(15おl)I 1435) 
? ?
?
? ?
? ?
最初87田も登場した「菩薩阿羅漢」としづ表現は徐々にその数を減らしついに
はーケタ程度しか使用されなくなる。また，単独で使用される？阿羅漢（声聞）Jと
いう語も，やや減少していることが分かる。
この表を菩薩の増減と比較すると，その違いが一層際立つため，その表も表7に示
しTこ。
表7 く1￥.~量寿経〉における「:g薩阿羅漢j 「菩際37)Jの使用回数
??…
?
? …
??）????
?
?
?
???? 、???
?
?
?
?… 」
?
?
???
?
王子等 寿経 j如来会｜（務厳） I 党本
82 
130 
20 
89 
1 
101 
(9) 
(55) 
? ?
?
??? ?
i渓本
3 
79 
数の変化だけで単純に判断することには，危換をともなうが，この表によれば，先
ほどの「陪羅漢jの傾向に対し と記される由数はあまり減っていないこと
がわかる。
すると，例えば？如来会Jをそれ自体で眺めるならば，「戸開jが8回に対して，
f菩罷jは 101回言及されることになっており，そこではいつの間にかく無量寿経〉
が「声関jについてほとんど言及していない形になってしまっている。そこで例えば
？国中人天JI有情Jという人々を総括するような言葉が使浴されても，実際にはそこ
から「声聞（阿羅漢）Jのことをなかなか想起できなくなっている。そこではほぼ菩
謹集団だけで成り立つパージョンのく無量寿経〉が出来上がっている。
また， f衆生j とし、ぅ語の変遷も追ってみたところ，表8のようになった。
34) F荘厳経三ではIi可羅漢l回，声聞が 14問で，あわせて 15間使用されている。
35) サンスクリットヌドでは， arhatがl回，品ravakaが13回使用されている。
36) チベット本ではdgrabcom pa （阿羅漢）が2侶， iianthos （声間）が15間使用されている。
37) 「法蔵菩陸Ji弥勅菩縫JI観音菩薩」などの罰有名詞は除くことにした。
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表8 く無最寿経〉における「菩薩阿羅漢J「衆生38)Jの使月3回数
I 大問 平等 寿経 ）如来会（（糊）（ 党本 j読本
時間羅漢（剤］） I 87 82 20 11 (9) '> 3 
衆生 77 92 99 92 (81) 104 95 
これらの表から，数値上でも，「菩薩阿緯漢j とし、う表現が衰退し，主に
f衆生Jといった語にとって代わられた様子がうかがえる。（図2)
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本論文では，く無量寿経〉において菩薩思想、が発展しているということを「阿悪
漢」という言葉が減少しているという，いわばその「裏面からの考察jによって確認
した：l9）。本論文では，最古の訳である F大阿弥陀経Jに「菩薩阿羅漢Jという用語が
使用されているというその特殊かつ幸運な状況を利用した。その f菩薩悶羅漢」とい
う言葉が，時代が下るにつれて減少し徐々に「菩謹jや「衆生Jなどの言葉へと
とって代わられていった様子が確認できた。（様々な表現があるが，今回はその現象
38) i可を「衆生J＇こ対l忘する言葉として考察するかで数字が大きく変わるため，難航した。
f衆生Jrコ釘il1J「諸天人民jf諸天人民及 'if言語E薮j之綴Jf人民j「1.li：人J：世間J~人夫J r sattvaJ 
「manusyaJ'sems canJ ! mirnamsJなどを「衆生Jに対応する言葉として換算した。
39) 今回の確認の裂にある？菩薩思想の高揚Jについては，池本重臣？大無量寿経の教理史的
研究ふ永田文昌堂， 1958年， pp.232243。など先学によって指摘されている。
26 係数大学総合研究所紀要別｛清浄土教典籍の研究
に限定して考察した。）その変化の方向や単語の増加・減少の様子は佐々木氏の仮説
と類似した方向性を持っている。
く無量寿経〉を伝持したグルーフ。においては，もともと「菩薩j と「阿羅漢Jは，
「菩藍阿羅漢Jという言葉の存在とともにほぼ同じ程度の割合で記述されていた
が40），時代が下るにつれて，少しずつ「阿羅漢jへの記述が消され，少しずつ
薩jが中心的位置を占めるようになっていったと言うことができるだろう。
40) f菩薩の誇イム供養jの箇所において単純な繰り返しの文章が見られ，そこで「箸陸jの諮
が繰り返されるため「菩薩」という諮の数は，「阿経漢jに対して全体的に多くなっている。
